
二　　　　　　　　科 2016. 11. 1  No.701

No.70　contents
 2 〈絵画〉総評
 3 〈絵画〉新会員紹介
 4 〈絵画〉受賞作品─制作の視点
 5 〈絵画〉これからの事など　受賞者一覧
 6 〈絵画〉第101回展　特選作品寸評
 8 〈彫刻〉総評　新会員紹介
 9 〈彫刻〉受賞作品─制作の視点　受賞作品寸評
 11 パリ賞・ローマ賞　研修報告
 12 event memo（オープニングセレモニー・授賞式・懇親会・作品研究会

ギャラリートーク・ナイトミュージアム・二科ショップ）
 13 第101回二科展コラボ展示　報告
 14 2016年度義援活動報告　チャリティー報告
  第101回二科巡回展日程　2017春季二科展　選抜出品予定者・日程
15 〈デザイン部・写真部〉総評
 16 理事会報告・評議員会報告　訃報　事務局だより　編集後記

秋 季
発行人：田中 良　発行：公益社団法人 二科会

http://www/nika.or.jp/　TEL：03-3354-6646
E-mail：nika@nika.or.jp



二　　　　　　　　科二　　　　　　　　科 2016. 11. 1  No.702016. 11. 1  No.70 23

絵画部会員　審査室にて

　

南
か
ら
北
へ
と
、
災
害
が
続

く
年
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
入

場
者
は
例
年
通
り
の
盛
会
と
な

り
改
め
て
伝
統
の
重
み
を
知
る
。

会
場
は
、
全
会
員
の
工
夫
努
力

と
働
き
、
ま
た
会
友
、
出
品
者

も
含
め
て
、
作
品
の
充
実
ぶ
り

に
感
動
し
た
。
各
階
の
作
品
の

配
置
等
、
各
部
門
夫
々
配
置
の

妙
を
得
て
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

福
島
県
の
高
校
生
の
大
作
も
、

指
導
応
対
し
た
理
事
、
事
務
局

長
ら
の
骨
折
り
で
会
場
に
陳
列

で
き
た
。
今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

　

絵
画
部　

総
評

　

第
１
０
１
回
二
科
展
を
迎
え
て　
　
田
中　

良

夏よぶ鳥Ⅰ　飯田由美子ブルーポピー（峻）Ｃ
大久保リツ子

Feel me Ⅱ　木村利加子

光陰の中で（2）　石黒厚子

窓２　大築笙子

milestone #1　根木　悟海峡の朝Ⅲ　長谷川昭三

　

音
楽
界
の
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

楽
器
を
描
く
と
い
う
よ
り
、
音
楽

を
絵
に
し
た
い
と
思
い
、
舞
台
の

雰
囲
気
、
観
客
の
感
動
等
感
じ
つ

つ
描
い
て
い
ま
す
。

　

第
76
回　
特
選
／
第
81
回　
会
友
推
挙

　

第
95
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

上村 伊佐子

　

子
供
の
頃
に
見
た
情
景
と
今
現

在
の
感
覚
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
心

象
風
景
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の

先
も
心
の
目
に
映
る
も
の
を
表
現

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

第
88
回　
上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

　

第
90
回　
会
友
推
挙
／
第
92
回　
会
友
賞

　

第
101
回　
会
員
推
挙

大築 笙子

　

線
・
形
・
色
・
点
な
ど
の
空
間

造
形
の
せ
め
ぎ
あ
い
か
ら
生
れ
る

リ
ズ
ム
・
緊
張
感
を
自
分
な
り
の

世
界
感
で
表
現
で
き
た
ら
と
制
作

し
て
い
ま
す
。

　

第
86
回　
上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

　

第
88
回　
会
友
推
挙
／
第
95
回　
会
友
賞

　

第
101
回　
会
員
推
挙

木村 利加子

　

凍
付
く
北
国
に
あ
っ
て
モ
ノ
ト
ー

ン
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
つ
つ
、
き

ら
め
く
色
彩
の
世
界
へ
…
人
間
の
営

み
に
よ
り
そ
い
希
望
、
祈
り
、
命
の

輝
き
を
鳥
に
託
し
て
描
い
て
み
た
。

　

第
82
回　
特
選
／
第
83
回　
会
友
推
挙

　

第
93
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

飯田 由美子

絵
画
部　
新
会
員
紹
介

　

縄
文
土
器
か
ら
の
美
を
意
識
し
、

特
に
地
塗
り
に
重
点
を
置
き
ま
し

た
。
平
面
的
と
マ
チ
エ
ー
ル
を
用
い

て
の
表
現
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　

第
75
回　
75
周
年
記
念
賞

　

第
77
回　
会
友
推
挙
／
第
80
回　
会
友
賞

　

第
83
回　
パ
リ
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

石黒 厚子

　

雨
、
風
、
霧
、
寒
さ
に
耐
え
力
強

く
咲
く
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
。
透
き
と

お
る
青
と
、
厳
し
い
環
境
を
表
現

し
ま
し
た
。
少
し
の
陽
ざ
し
も
…
。

　

第
75
回　
特
選
／
第
81
回　
会
友
推
挙

　

第
86
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

大久保 リツ子

山下　宏

　

気
づ
か
ず
に
過
ぎ
て
し
ま
う
よ

う
な
日
常
に
足
を
止
め
る
と
人
と

人
と
で
作
り
出
す
印
象
深
い
情
景

が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
力
ま
ず

描
い
て
い
き
た
い
。

　

第
85
回　
85
回
記
念
賞

　

第
88
回　
会
友
推
挙
／
第
94
回　
会
友
賞

　

第
101
回　
会
員
推
挙

　

絵
を
描
く
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
、
会
員
に
な
っ
て
さ
ら
に
意
欲

が
増
し
て
い
ま
す
。
制
作
及
び
会

の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
87
回　
特
選
／
第
93
回　
会
友
推
挙

　

第
96
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

長谷川 昭三村上 雅洋

　

刻
（
と
き
）
を
テ
ー
マ
に
人
物
と

モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
描
い
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ン
ネ

リ
に
な
ら
な
い
よ
う
描
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
82
回　
特
選
／
第
84
回　
特
選

　

第
88
回　
会
友
推
挙
／
第
91
回　
会
友
賞

　

第
101
回　
会
員
推
挙

根木　悟

　
『
純
粋
な
た
だ
の
形
、
色
、
調

子
、
動
き
の
中
に
、
滲
み
出
る
魂

の
美
し
さ
が
あ
る
。』
ジ
ョ
ナ
ス
・

メ
カ
ス
の
言
葉
を
い
つ
も
心
に
留

め
て
い
ま
す
。

　

第
95
回　
パ
リ
賞
／
第
96
回　
会
友
推
挙

　

第
97
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

　

無
数
の
傷
や
凹
み
、
長
年
風
雨

や
潮
風
に
曝
さ
れ
た
錆
、
そ
れ
ら

は
過
酷
な
労
働
に
耐
え
た
証
し
の

古
い
作
業
船
。
自
ら
の
人
生
を
そ

こ
に
見
る
気
が
す
る
。

　

第
81
回　
特
選
／
第
85
回　
会
友
推
挙

　

第
98
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

高山 章亮 瀬野 道子

　

記
憶
か
ら
浮
び
出
る
色
彩
、
形

そ
し
て
感
動
を
画
面
に
表
現
し
心

に
響
く
絵
を
描
き
た
い
。
又
全
て

の
境
界
を
超
越
出
来
る
か
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
78
回　
特
選
／
第
85
回　
会
友
推
挙

　

第
96
回　
会
友
賞
／
第

101
回　
会
員
推
挙

Days Of Wine And Roses
上村伊佐子

作業船（群船）①　高山章亮

刻（うつろい）Ⅱ　村上雅洋狭い空間　山下　宏 青の季節Ⅱ　瀬野道子

絵画部会場　第１室

の
他
、
熊
本
地
震
被
災
地
へ
も

売
上
げ
か
ら
寄
付
す
る
事
が
で

き
た
。
出
品
さ
れ
た
各
部
会
員

の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
又
、
コ
ラ
ボ
展
示
の
人
気

は
益
々
盛
ん
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
諸
氏
の
ア
イ
デ
ィ
ア

と
努
力
、
四
部
門
の
会
員
有
志

の
ご
協
力
に
期
待
す
る
。

　

さ
て
、
世
情
の
動
勢
か
、
出

品
者
が
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
。

会
と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
支
部
活
動
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
。
健
康
に
留
意
し
、

来
春
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
。

絵画部会場　２階入口
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第
101
回
二
科
展
　受
賞
者

（
絵
画
部
）

二
科
賞

今

　村

　惠
利
子 

（
熊
本
）

パ
リ
賞

石

　川

　由
巳
子 

（
宮
城
）

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

美
術
財
団
賞

熊

　田

　奈
穂
子 

（
千
葉
）

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

中

　山

　か
ほ
り 

（
和
歌
山
）

会
員
賞

上

　村

　育

　子 

（
宮
崎
）

須

　田

　美
紀
子 

（
福
島
）

藤

　谷

　
　
　進 

（
京
都
）

水

　谷

　征
矢
生 

（
愛
知
）

渡

　辺

　倭
文
子 

（
愛
知
）

会
友
賞

市

　川

　久

　子 

（
千
葉
）

伊

　藤

　真
理
子 

（
岩
手
）

大

　洞

　定

　治 

（
滋
賀
）

小

　川

　エ

　リ 

（
東
京
）

加

　藤

　由
喜
子 

（
熊
本
）

金

　折

　文

　男 

（
広
島
）

蒲

　田

　
　
　宏 

（
神
奈
川
）

川

　北

　美
世
子 

（
神
奈
川
）

岸

　
　
　ユ

　キ 

（
東
京
）

髙

　岡

　次

　子 

（
茨
城
）

髙

　橋

　美

　穂 

（
東
京
）

田

　中

　正

　子 

（
京
都
）

田

　中

　昌

　美 

（
兵
庫
）

永

　井

　
　
　勝 

（
東
京
）

中

　村

　ふ
く
子 

（
愛
知
）

村

　山

　成

　夫 

（
新
潟
）

山

　口

　博

　司 

（
長
崎
）

山

　下

　泰

　弘 

（
千
葉
）

特
選

大

　野

　久
四
郎 

（
栃
木
）

緒

　方

　香

　江 

（
熊
本
）

桑

　子

　純

　子 

（
愛
知
）

後

　藤

　寿
美
子 

（
熊
本
）

佐

　野

　義

　博 

（
愛
知
）

志

　波

　宏

　子 

（
和
歌
山
）

清

　水

　英

　子 

（
東
京
）

田

　中

　勢
智
代 

（
愛
知
）

坪

　坂

　一

　良 

（
愛
知
）

友

　國

　冨

　貴 

（
兵
庫
）

宮

　本

　恵
美
子 

（
岩
手
）

向

　井

　
　
　博 

（
愛
知
）

二
科
新
人
賞

尾

　中

　
　
　文 

（
和
歌
山
）

新
人
奨
励
賞

川

　﨑

　英

　世 
（
東
京
）

菊

　島

　ち
ひ
ろ 
（
山
梨
）

会
員
推
挙

飯

　田

　由
美
子 

（
北
海
道
）

石

　黒

　厚

　子 

（
秋
田
）

大
久
保

　リ
ツ
子 

（
福
岡
）

大

　築

　笙

　子 

（
北
海
道
）

上

　村

　伊
佐
子 

（
東
京
）

木

　村

　利
加
子 

（
千
葉
）

瀬

　野

　道

　子 

（
京
都
）

高

　山

　章

　亮 

（
東
京
）

根

　木

　
　
　悟 

（
京
都
）

長
谷
川

　昭

　三 

（
兵
庫
）

村

　上

　雅

　洋 

（
静
岡
）

山

　下

　
　
　宏 

（
埼
玉
）

会
友
推
挙

浅

　利

　美
伎
子 

（
山
梨
）

池

　田

　佐
知
子 

（
富
山
）

石

　川

　由
巳
子 

（
宮
城
）

石

　原

　琢
二
郎 

（
鹿
児
島
）

伊

　藤

　須

　美 

（
兵
庫
）

今

　村

　惠
利
子 

（
熊
本
）

岡

　部

　桃

　子 

（
千
葉
）

川

　人

　和

　行 

（
東
京
）

木

　村

　信

　子 

（
京
都
）

工

　藤

　静

　香 

（
東
京
）

倉

　本

　郁

　夫 

（
広
島
）

清

　水

　尚

　子 

（
神
奈
川
）

髙

　橋

　和

　平 

（
宮
崎
）

立

　石

　洋

　子 

（
福
岡
）

西

　垣

　雅

　子 

（
神
奈
川
）

野

　上

　さ
や
か 

（
東
京
）

平

　林

　直

　哉 

（
鹿
児
島
）

福

　島

　菜

　菜 

（
京
都
）

三

　木

　照

　男 

（
埼
玉
）

山

　田

　佳

　子 

（
愛
知
）

柳

　
　
　賢

　淑 

（
千
葉
）

（
彫
刻
部
）

二
科
賞

該
当
者
な
し

ロ
ー
マ
賞

山

　田

　將

　晴 

（
愛
知
）

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

カ
ツ
ノ

　ユ
キ
コ 
（
東
京
）

会
員
賞

上

　田

　
　
　快 

（
山
梨
）

廣

　瀬

　友

　彦 

（
東
京
）

会
友
賞

浅

　草

　義

　治 

（
愛
知
）

千

　葉

　伸

　子 

（
千
葉
）

特
選

荻

　野

　弘

　一 

（
新
潟
）

桜

　井

　綾

　子 

（
埼
玉
）

本

　田

　俊

　朗 

（
北
海
道
）

新
人
奨
励
賞

齊

　藤

　充

　輝 

（
宮
城
）

会
員
推
挙

阿

　部

　昌

　義 

（
埼
玉
）

岡

　村

　
　
　明 

（
愛
知
）

服

　部

　多
加
志 

（
東
京
）

会
友
推
挙

稲

　葉

　
　
　朗 

（
東
京
）

町

　田

　
　
　至 

（
山
形
）

内
閣
総
理
大
臣
賞

　五
　味

　祥

　子（
石
川
）

文
部
科
学
大
臣
賞

　竹
　屋

　
　
　修（
岐
阜
）

東
　

京
　

都
　

知
　

事
　

賞

　黒
　川

　彰

　夫（
滋
賀
）

て
美
し
い
。
こ
の
よ
う
に
地
道

に
努
力
し
、
表
現
を
研
く
人
達

が
会
を
支
え
て
い
る
。
上
村
伊

佐
子
「D

ays�O
f�W
ine�A

nd�
Roses

」、
今
回
は
フ
ォ
ル
ム
が

大
胆
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
、
ユ
ー
モ

ア
も
感
じ
る
非
具
象
で
、
二
科

伝
統
の
洒
落
っ
気
が
あ
る
。
共

に
会
員
推
挙
。
二
科
賞
の
今
村

惠
利
子
「Force

︱
大
地
︱
」、

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
う
ね
る
よ
う

な
独
特
の
表
現
が
何
よ
り
の
魅

力
。
上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

の
中
山
か
ほ
り
「
流
木
Ⅰ
」、
初

出
品
で
受
賞
、
対
象
を
俯
瞰
で

捉
え
た
リ
ズ
ム
が
よ
く
、
シ
ン

プ
ル
な
画
面
は
社
会
性
も
感
じ

さ
せ
る
。
二
科
新
人
賞
の
尾
中

文「「
生
」的
倒
錯
」は
、
若
い
人

に
は
珍
し
く
粘
っ
こ
い
描
写
表

現
で
心
象
を
描
い
た
。
こ
れ
か

ら
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

他
に
も
多
く
の
作
品
か
ら
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
見
え
て

き
た
が
、
ほ
ど
ほ
ど
で
止
ま
っ

て
い
て
惜
し
い
。
思
い
切
っ
た

表
現
に
は
、
勇
気
が
必
要
だ
し

不
安
も
あ
る
。
け
れ
ど
、
そ
の

踏
込
み
が
活
き
活
き
と
し
た
表

現
に
繋
が
る
の
だ
が
…
。
昨
年

の
「
伝
説
の
洋
画
家
た
ち
」
展
、

そ
の
一
点
一
点
か
ら
造
形
に
挑

む
気
概
を
見
せ
付
け
ら
れ
た
。

私
た
ち
は
、
改
め
て
そ
の
原
点

に
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。

な
一
歩
と
な
っ
た
今
、
培
っ
て

き
た
も
の
が
重
要
と
し
た
う
え

で
、
一
石
を
投
じ
た
い
。
審
査

の
規
準
と
方
法
は
、
い
ま
の
ま

ま
で
い
い
の
か
。
絵
画
表
現
と

い
う
感
覚
の
世
界
で
、
す
べ
て

挙
手
で
決
ま
る
。
平
等
ゆ
え
に

見
遁
し
て
い
る
も
の
、
抜
け
落

ち
た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
す
っ
き
り
と
だ
け
で
な
く

不
協
和
音
へ
の
配
意
な
ど
検
討

が
必
要
だ
と
思
え
る
の
だ
。
昔

に
戻
る
と
い
う
ト
ラ
ウ

マ
が
付
き
纏
う
が
あ
え

て
提
案
し
た
い
。

　

今
回
、
北
海
道
に
飯

田
由
美
子
、
大
築
笙
子

の
二
人
、
秋
田
県
に
石

黒
厚
子
と
そ
れ
ぞ
れ
会

員
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、

二
科
会
と
し
て
明
る
い

材
料
と
な
っ
た
。
さ
て
、

審
査
中
に
印
象
に
残
っ

た
作
品
を
二
、三
あ
げ

て
お
こ
う
。
作
業
船
を

描
き
つ
づ
け
て
き
た
高

山
章
亮
の
「
作
業
船
（
群

船
）
①
」、
相
変
わ
ら
ず

の
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が

ら
、
見
事
に
自
分
の
造

形
を
創
り
あ
げ
た
、
船

と
水
の
色
も
響
き
合
っ

　

審
査
は
、
例
年
ど
お
り
四
日

間
、
翌
日
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
、

会
員
賞
な
ど
も
含
め
お
お
む
ね

順
調
に
決
定
さ
れ
た
。
今
年
も

多
数
決
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

た
審
査
。
初
日
の
懇
親
会
で
外

部
審
査
員
の
本
江
邦
夫
氏
か
ら

も
、
公
平
で
透
明
と
有
難
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。
現
状
は
、

九
年
前
の
改
革
で
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
解
決
し
皆
ん
な
で
築

い
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
新
た

審査風景

　

こ
れ
か
ら
の
事
な
ど 

中
原 

史
雄

内
閣
総
理
大
臣
賞

五
味 

祥
子

　

５
枚
の
黒
い
花
び
ら
が
大
き

く
躍
動
す
る
。
飛
び
出
し
た
花

粉
も
風
に
乗
り
四
方
八
方
に
飛

び
散
る
。
黒
で
強
調
し
た
女
体

が
し
な
や
か
に
そ
れ
を
受
け
止

め
る
。
自
然
界
の
営
み
を
花
と

女
で
表
現
し
て
み
た
。
存
在
感

が
あ
る
女
体
は
周
囲
に
鱗
粉

を
ち
り
ば
め
赤
い
バ
ッ
ク
の
前

で
手
を
振
っ
て
い
る
。
彼
女
を

│
羽
化
す
る
人
│
と
名
付
け
て

い
る
。

内閣総理大臣賞　黒い華─羽化する人─　F200　五味 祥子

受賞作品

東京都知事賞　エッセイ’16-39　P150　黒川 彰夫

東
京
都
知
事
賞

黒
川 

彰
夫

　

今
回
の
作
品
は
、
色
面
に
変

化
を
付
け
よ
う
と
、
銀
箔
を

貼
っ
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
夜
に
し
て
箔
と
油
彩
が
反
応

し
て
、
銀
が
金
に
変
色
し
て
し

ま
い
、
い
つ
も
の
ブ
ル
ー
系
の

色
が
使
え
ず
四
苦
八
苦
の
毎
日

で
し
た
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
、

違
う
雰
囲
気
を
生
み
出
し
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と

考
え
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

│
制
作
の
視
点

二科賞　Force─大地─　F100　今村 惠利子

損保ジャパン日本興亜美術財団賞　流動　F100　熊田 奈穂子

上野の森美術館奨励賞　流木Ⅰ　F100
中山 かほり

パリ賞　きざしⅣ　F100　石川 由巳子

二科新人賞　「生」的倒錯　F100　尾中　文
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第101回展　特選作品 寸評

志
波 

宏
子

　

画
題
の
水
の
門
と
泥
中
の
花

か
ら
、
画
面
中
央
の
縦
に
入
る

黄
土
色
が
水
門
、
左
上
ブ
ル
ー

の
中
に
黄
、
ピ
ン
ク
の
丸
い
形

が
花
で
あ
ろ
う
。
モ
デ
ル
た
ち

を
抽
象
化
し
、
ハ
ー
フ
ト
ー
ン

の
柔
ら
か
な
色
彩
で
ま
と
め
た

画
面
は
、
温
か
で
穏
や
か
な
作

者
の
生
命
賛
歌
と
い
え
よ
う
。

�

（
江
㟢�

栄
彦
）

後
藤 

寿
美
子

　

歯
車
の
ク
ー
ル
な
フ
ォ
ル
ム

を
と
お
し
て
、
不
断
に
続
く
時

の
不
思
議
さ
、
そ
の
意
味
を
問

い
続
け
て
い
る
気
配
が
す
る
。

情
緒
を
画
面
に
盛
り
込
み
た
く

な
っ
て
も
ム
ー
ド
に
流
さ
ず
、

制
作
の
深
ま
り
に
不
可
欠
な
描

写
力
で
確
か
な
足
音
を
響
か
せ

て
下
さ
い
。�

（
田
川�

絵
理
）

大
野 

久
四
郎

　

描
か
れ
た
木
立
に
初
冬
を
感

じ
る
。
ト
タ
ン
作
り
の
廃
屋
と

一
個
の
ド
ラ
ム
缶
、
浮
き
出
た

赤
さ
び
が
実
に
面
白
い
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
。

滅
び
ゆ
く
も
の
た
ち
に
光
を
当

て
、
不
安
定
さ
を
よ
く
表
現
し

て
い
る
。�

（
江
㟢�

栄
彦
）

桑
子 

純
子

　

木
の
樽
か
ら
造
形
的
フ
ォ
ル

ム
を
抽
出
し
、
自
身
の
画
面
を

構
成
す
る「
抽
象
画
」の
原
義
ど

お
り
の
真
摯
な
制
作
。
再
現
描

写
的
に
な
ら
な
い
工
夫
か
色
糸

の
よ
う
な
木
目
線
に
も
苦
労
の

跡
…
色
・
質
感
・
形
…
ど
こ
ま

で
沿
い
ど
れ
だ
け
離
れ
る
か
、

実
験
し
て
独
創
へ
。�（
田
川�

絵
理
）

佐
野 

義
博

　

深
み
の
あ
る
作
品
。
グ
レ
ー

を
主
調
色
と
し
た
作
品
で
あ
る
。

微
妙
な
色
の
変
化
や
、
白
と
黒

の
配
色
も
良
く
、
バ
ラ
ン
ス
・

リ
ズ
ム
・
動
き
・
広
が
り
等
の

効
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
う
。

マ
チ
エ
ー
ル
の
面
で
も
細
か
な

抑
揚
が
施
さ
れ
て
い
て
、
作
者

の
美
的
感
覚
が
み
ご
と
に
活
か

さ
れ
た
深
み
の
あ
る
良
い
作
品

で
あ
る
と
思
う
。�（
木
戸�

征
郎
）

桑子 純子　樽（C）　F100
大野 久四郎　初冬の頃　S80

緒
方 

香
江

　

ベ
ー
ジ
ュ
の
モ
ノ
ト
ー
ン
の

調
子
の
中
に
も
微
妙
な
絵
肌
の

抑
揚
が
表
れ
て
い
る
。
一
見
単

調
な
画
面
の
様
で
は
あ
る
が
、

丸
い
形
、
赤
や
緑
の
線
が
静
か

に
輝
き
、
徐
々
に
体
温
を
上
げ

な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ

て
い
く「
私
の
生
き
る
道
」で
あ

ろ
う
。�

（
江
㟢�

栄
彦
）

緒方 香江　私を生きる、私の道　F80
清水 英子　静けし　F100

佐野 義博　みつめる　F100 志波 宏子　水の門・泥中の花12
　F100

第101回展　特選作品 寸評

清
水 

英
子

　

初
春
の
日
差
し
に
雪
解
け
の

始
ま
っ
た
山
道
と
木
立
の
影
。

画
面
下
方
を
広
く
と
り
、
曲
折

す
る
細
い
道
が
右
か
ら
左
上
へ

と
向
か
う
。
途
中
十
数
羽
の
小

鳥
た
ち
が
群
れ
、
画
面
の
上
は

林
立
す
る
木
立
で
あ
る
。
雪
解

け
で
ぬ
か
る
ん
だ
起
伏
し
た
情

景
を
、
微
細
に
よ
く
表
現
し
て

い
る
。�

（
江
㟢�

栄
彦
）

友
國 

冨
貴

　

神
秘
性
が
伝
わ
る
。
作
者
の

制
作
に
対
す
る
熱
意
と
工
夫
と

努
力
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
画
面

構
成
で
は
少
し
右
寄
り
に
し
て

広
が
り
を
工
夫
し
、
色
彩
的
に

は
微
妙
な
変
化
を
、
色
面
に
つ

い
て
は
、
白
・
黒
・
赤
等
の
大
き

さ
と
そ
の
配
置
等
が
計
算
さ
れ

て
い
て
、
マ
チ
エ
ー
ル
は
繊
細
で

特
に
良
い
。
重
厚
で
神
々
し
さ
が

伝
わ
っ
て
来
る
。�

（
木
戸�

征
郎
）

坪
坂 

一
良

　

初
入
選
で
特
選
と
な
っ
た
。

日
常
的
な
現
実
を
フ
ァ
ン
キ
ー

な
か
た
ち
に
切
り
出
し
て
、
楽

し
い
展
開
を
し
て
い
る
。
濃
色

に
擦
り
付
け
た
よ
う
な
絵
の
具

の
扱
い
も
自
在
。
画
面
構
成
も

安
定
し
て
い
る
。
屈
託
の
な
い

独
自
の
目
線
が
あ
る
限
り
画
題

は
尽
き
な
い
は
ず
。
冒
険
に
出

発
！�

（
田
川�

絵
理
）

宮
本 

恵
美
子

　

大
胆
な
表
現
。
画
面
構
成
が

大
胆
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

作
品
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
ル
な
表

現
の
物
体
が
特
に
大
き
く
目
に

入
っ
て
来
る
。
バ
ッ
ク
の
部
分

は
、
か
な
り
細
か
く
丁
寧
に
描

い
た
上
か
ら
別
色
で
押
さ
え
て

雰
囲
気
づ
く
り
を
行
い
、
主
に

な
る
も
の
を
引
き
立
た
せ
て
い

る
。
色
彩
的
に
も
個
性
的
で
良

い
と
思
う
。�

（
木
戸�

征
郎
）

向
井　

博

　

打
ち
捨
て
ら
れ
古
さ
び
て
行

く
も
の
へ
惹
か
れ
、
よ
せ
る
心

な
の
か
、
昨
年
か
ら
寂
寥
感
あ

る
モ
チ
ー
フ
。
今
回
は
建
物
の

内
部
を
覗
い
た
視
点
に
よ
っ
て
、

明
暗
の
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

出
来
、
門
構
え
の
形
と
な
っ
て

テ
ー
マ
が
焦
点
付
け
ら
れ
た
。

�

（
田
川�

絵
理
）

宮本 恵美子　擬態の聲　F100

友國 冨貴　熊野─焰立つ　F80 後藤 寿美子　刻むⅠ　F100

田
中 

勢
智
代

　

観
る
人
に
語
り
か
け
る
面
白

い
表
現
で
あ
る
。
何
と
し
て

も
、
自
由
で
伸
々
と
し
た
表
現

に
好
感
が
持
て
る
。
モ
チ
ー
フ

を
曲
線
的
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、
絵
の
中
に
動
き

と
存
在
感
を
与
え
、
画
面
全
体

に
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
互
い

が
理
解
し
合
い
平
和
な
世
界
を

願
う
作
者
の
心
が
、
観
る
人
に

伝
わ
っ
て
来
る
様
な
絵
だ
。

�

（
木
戸�

征
郎
）

田中 勢智代　ピース・２　F100坪坂 一良　ねじれた恋　F100

向井　博　廃墟Ⅲ　F80
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第
１
０
１
回
二
科
展
が
８

月
31
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
、

（
６
日
休
館
日
）12
日
間
、
国
立

新
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
92
回
展
か
ら
国
立
新
美
術

館
に
会
場
を
移
し
て
10
年
目
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
会
員

の
展
示
委
員
の
作
業
進
行
も
定

着
し
て
き
て
、
配
置
計
画
、
展

示
進
行
の
指
示
が
的
確
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

作
業
の
安
全
性
と
と
も
に
、
協

調
性
が
高
ま
り
、
公
募
団
体
と

し
て
共
同
意
識
の
高
ま
り
に
も

繋
が
っ
て
行
く
事
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の
室
内
展
示

室
と
、
石
彫
・
金
属
彫
刻
中
心

の
野
外
展
示
室
は
、
緩
や
か

な
有
機
的
導
線
に
導
か
れ
る
よ

う
に
、
表
現
形
態
と
素
材
と
の

関
係
が
加
味
さ
れ
て
ひ
と
つ
一

つ
の
作
品
と
の
対
話
を
大
切
に

し
た
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
昨

年
の
第
１
０
０
回
展
特
別
展

示
室
「
戦
後
二
科
を
牽
引
し
た

作
家
た
ち
」
の
為
に
拠
出
し
た

２
５
０
㎡
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が

戻
り
、
パ
ネ
ル
設
置
な
し
の
Ｅ

展
示
室
と
し
て
計
画
さ
れ
た
展

示
空
間
は
、
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞

し
や
す
い
演
出
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

室
内
展
示
室
と
野
外
展
示
室

を
つ
な
ぐ
休
憩
室
は
、
本
年
は

彫刻部　集合写真

　

会
員
推
挙
を
い
た
だ
き
、

あ
ら
め
て
作
家
と
し
て
の
生
き

方
を
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
初
入
選
か
ら
素
材

を
変
え
な
が
ら
海
を
ゆ
っ
く
り

と
漂
う
よ
う
に
制
作
し
て
き

ま
し
た
。
辿
り
着
く
港
を
見
つ

け
ら
れ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
か
ら
懸
命
に
漕
い
で

前
に
前
に
進
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

阿部 昌義

　

材
料
と
接
し
て
い
る
と
、
偶

然
現
れ
る
美
し
い
要
素
に
心
惹

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
制
作
意
図
に
近
づ
け
る

た
め
に
、
そ
れ
ら
に
目
を
つ
ぶ

り
、
断
ち
切
る
厳
し
い
判
断
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
由
と
厳
し
さ
が
交
錯
す
る

制
作
の
中
で
、
自
己
を
解
放

し
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡村　明

　

初
入
選
以
来
二
科
展
出
品

を
最
大
の
目
標
に
彫
刻
制
作

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
様
々

な
出
会
い
が
あ
り
数
々
の
考
え

方
や
生
き
方
に
接
し
た
事
が

彫
刻
制
作
の
支
え
に
な
り
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
二
科
会
会
員
と
し
て
責
任

の
あ
る
行
動
と
意
欲
的
な
制

作
活
動
を
続
け
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

服部 多加志

彫
刻
部　
新
会
員
紹
介

　

彫
刻
部　

総
評

　

鑑
賞
雑
感　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
坂 

秀
雄

コ
ラ
ボ
展
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ

ン
・
写
真
の
４
部
門
の
会
員
参

加
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
、
本
年
は

「
ネ
コ
・
イ
ヌ
１
０
０
態
」の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
の
展
示

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
作
家

の
肩
肘
張
ら
な
い
作
品
た
ち
が

和
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
、
鑑
賞
者
に
一
時
の
息
抜
き

の
対
話
の
場
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
年
前
に
東
京
都
美
術
館
よ

り
国
立
新
美
術
館
に
移
行
し
た

機
会
に
、
展
示
計
画
基
本
概
念

と
し
て
、
定
位
置
を
決
め
な
い

事
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
導
線
を
重

視
し
つ
つ
、
更
に
偏
り
の
あ
る
部

屋
作
り
を
し
な
い
事
を
会
員
の

総
意
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
優
し
い
会
場
空

間
に
は
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

イ
ン
パ
ク
ト
性
は
如
何
か
と
、

少
し
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

辛
口
の
批
評
が
飛
び
交
っ
て

い
た
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
20

世
紀
の
芸
術
運
動
体
的
意
識
が

21
世
紀
に
入
り
個
の
意
識
に
変

容
し
て
き
た
の
か
と
も
思
い
ま

す
。
私
の
出
品
し
た
当
時
は
、

二
科
彫
刻
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
抽

受
賞
作
品
│
制
作
の
視
点

会
員
賞 

上
田　

快

　

作
品
を
発
表
し
始
め
た
頃
、

石
と
鉄
の
ど
ち
ら
を
続
け
て

い
く
か
悩
ん
で
い
た
。
こ
こ
数

年
、
鉄
も
作
品
に
取
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の

頃
の
自
分
が
い
た
か
ら
だ
と
思

う
。
自
分
の
感
覚
を
信
じ
て
、

つ
く
り
続
け
て
い
き
た
い
。

会
員
賞 

廣
瀬 
友
彦

　

毎
年
ほ
ぼ
徹
夜
で
制
作
し
て

搬
入
し
て
い
ま
す
。
未
完
成
で

も
…
で
す
。
原
因
は
自
分
を
追

い
込
む
の
が
甘
い
か
ら
で
す
。

作
品
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
後

は
こ
の
嬉
し
さ
を
自
信
に
変
え

て
、
も
う
少
し
自
分
を
追
い
込

ん
で
制
作
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
友
賞 

浅
草 

義
治 

　

ひ
だ
ま
り
に
、
憩
う
女
性
の

フ
ォ
ル
ム
を
、
デ
フ
ォ
ル
メ
を

伴
っ
た
ト
リ
ッ
キ
ー
な
形
の

表
現
で
、
あ
る
種
の
詩
情
が
漂

う
。
傍
ら
に
置
か
れ
た
帽
子

は
、
作
ら
れ
な
か
っ
た
頭
部
の

メ
タ
フ
ァ
ー
か
…
。
自
由
奔
放

な
表
現
の
裏
に
、
守
ら
れ
る
べ

き
、
具
象
彫
刻
の
概
念
の
あ

る
事
を
、
今
一
度
想
起
さ
れ
れ

ば
、
よ
り
充
実
し
た
表
現
に
な

ろ
う
。�

（
橋
本�

和
明
）

文部科学大臣賞　記録’16・虚　竹屋　修

ローマ賞　記憶Ｒ　山田 將晴

会員賞　Speranza （希望）　廣瀬 友彦 会員賞　density scale　上田　快

象
性
の
高
い
作
品
が
多
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
具

象
傾
向
の
強
い
作
品
が
増
え
、

半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
会
場
を
ゆ
っ
た
り
と

眺
め
回
す
と
こ
ろ
、
表
現
方
法

は
多
様
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生

へ
の
探
求
の
表
出
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
に
関
し
て
、
フ
ィ
ギ
ィ
ア
ー

性
の
高
い
作
品
と
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
ア
ー
ト
性
の
高
い
作
品

を
交
え
て
の
企
画
は
、
二
科
の

特
徴
を
示
す
い
い
機
会
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
賞

山
田 

將
晴

　

大
理
石
を
使
い
始
め
三
十
三

年
、
よ
う
や
く
少
し
見
え
て
き

た
。
柔
ら
か
な
光
と
影
。
塊
の

中
が
見
え
曲
線
が
繋
が
り
形
が

見
え
て
く
る
。
子
供
の
頃
夢
中

で
何
か
を
作
っ
て
い
る
時
そ
れ

は
見
え
て
い
た
。
最
近
、
研
磨

を
乾
式
に
変
え
た
。
こ
れ
も
や

っ
と
解
っ
て
き
た
。
最
近
ち
ょ
っ

と
頭
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
き
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞

竹
屋　

修

　

何
故
造
る
の
か
、
彫
刻
と
は

何
な
の
か
、
若
い
頃
の
私
は
な

ぜ
か
饒
舌
に
語
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
そ
の
答
に
一
ミ
リ
の
疑

問
も
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

今
で
は
造
る
程
に
判
ら
な
く
な

り
、
自
分
の
た
ち
位
置
さ
え
解

ら
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
た

だ
た
だ
造
る
。
こ
ん
な
事
で
良

い
筈
は
な
い
。
虚
は
私
を
写
す

鏡
の
様
で
す
。

会友賞　ひだまりⅡ　浅草 義治

受
賞
作
品
寸
評
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会
友
賞 

千
葉 

伸
子

　

瞼
を
持
つ
ギ
ョ
ロ
リ
と
し
た

眼
球
、
入
れ
歯
を
組
み
込
ん
だ

よ
う
な
上
顎
下
顎
、
湯
た
ん

ぽ
を
思
わ
せ
る
フ
ォ
ル
ム
の
胸

骨
、
そ
れ
を
脊
髄
に
繋
ぐ
ダ
ン

パ
ー
群
。
ユ
ー
モ
ア
や
可
笑
し

さ
と
い
っ
た
言
葉
に
含
ま
れ
る

温
か
さ
を
そ
の
内
に
潜
ま
せ
る

オ
ブ
ジ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
。

発
見
に
満
ち
て
実
に
楽
し
い
。

�

（
神
田�

毎
実
）

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

 

カ
ツ
ノ 

ユ
キ
コ

　

立
方
体
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ケ

ヤ
キ
材
を
接
着
し
て
、
上
部
以

外
は
曲
面
に
削
り
込
ん
で
い

る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
か
ノ
ミ
か

手
カ
ン
ナ
か
荒
い
タ
ッ
チ
が
残

る
フ
ォ
ル
ム
が
、
上
面
の
カ
チ
ッ

と
し
た
直
線
の
構
成
と
の
対
比

で
心
地
良
い
。

　

天
空
の
文
明
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

を
連
想
さ
せ
る
。

�
（
島
田�
紘
一
呂
）

特
選 

本
田 
俊
朗

　

時
の
流
れ
を
愛
し
く
想
い
、

対
象
を
丁
寧
に
見
つ
め
表
現
し

た
清
々
し
い
作
品
で
す
。
石
粉

粘
土
を
造
形
力
と
技
術
で
見
事

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
年
齢
を

重
ね
、
熟
成
さ
れ
た
人
間
に
し

か
表
現
で
き
な
い
領
域
を
こ
れ

か
ら
も
探
り
出
し
、
挑
戦
し
続

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
津
田�

裕
子
）

特
選 

荻
野 

弘
一

　

空
を
見
上
げ
、
雲
を
見
、
風

を
感
じ
る
日
々
の
生
活
を
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
表
現
し
て
い
る
。

　

洗
練
さ
れ
た
技
法
が
材
質
を

超
え
た
ス
マ
ー
ト
さ
と
生
命
感

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

２
メ
ー
ト
ル
強
の
大
作
、
一

つ
石
と
知
っ
た
と
き
も
う
一
度

見
直
さ
せ
る
魅
力
を
持
っ
た
作

品
で
あ
る
。 

（
藤
巻�

秀
正
）

特
選 

桜
井 

綾
子

　

夢
↓
眠
り
↓
微
睡（
ま
ど
ろ

み
）↓
脱
力
↓
融
け
る
よ
う
な

心
持
↓
至
福
。
名
は
体
（
態
）

を
示
す
。
形
の
解
釈
と
そ
の

実
現
の
為
の
技
術
に
未
だ
努

力
を
必
要
と
す
る
も
、
表
現

の
成
立
に
必
須
で
あ
る＂
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
＂＝＂
ら
し
さ
＂を
、

＂
正
体
を
失
っ
て
融
け
て
い
く

様（
さ
ま
）＂に
優
れ
て
抽
象
す

る
佳
作
。 

（
神
田�

毎
実
）

新
人
奨
励
賞 

齊
藤 

充
輝

　

こ
の
賞
に
相
応
し
く
若
々
し

い
誠
実
な
作
品
で
あ
る
。
た
だ

足
の
甲
の
形
に
弱
さ
を
感
じ
た
。

人
体
立
像
で
足
の
甲
は
そ
の
裏

側
が
地
山
に
接
す
る
た
め
、
ど

う
し
て
も
レ
リ
ー
フ
表
現
に
な

っ
て
し
ま
う
。
足
の
裏
が
全
体

重
を
受
け
止
め
て
緊
張
し
て
い

る
様
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
そ

の
観
察
が
深
ま
る
と
思
う
。

 

（
宮
澤�

光
造
）

彫刻の森美術館奨励賞　空想 スタチュー　カツノ ユキコ

会友賞　マリオネット トルソーⅠ
千葉 伸子特選　風は西北西　本田 俊朗

新人奨励賞　掌中
齊藤 充輝

特選　夢子　桜井 綾子 特選　さかなの国　荻野 弘一

ロ
ー
マ
賞 

研
修
報
告

頼
ん
で
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
、

通
訳
ヨ
ウ
コ
さ
ん
が
ベ
ン
ツ
の

ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
で
迎
え
に

来
て
く
れ
郊
外
の
テ
ィ
ヴ
ォ
リ

に
行
き
ま
し
た
。
ト
ラ
バ
ー
チ

ン
の
採
石
場
を
い
く
つ
も
見
学

し
ま
し
た
が
、
無
尽
蔵
か
と
思

わ
せ
る
圧
倒
的
な
量
で
し
た
。

ま
た
、
切
り
出
し
た
原
石
に
触

れ
て
み
ま
し
た
が
、
質
の
高
さ

が
窺
え
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
で
は
、

ト
ラ
バ
ー
チ
ン
を
ト
ラ
ベ
ル

テ
ィ
ー
ノ
・
ロ
マ
ー
ノ
と
言
い
、

語
源
は
テ
ィ
ヴ
ォ

リ
の
石
と
い
う
ラ

テ
ン
語
か
ら
由
来

し
て
い
る
こ
と
や
、

ロ
ー
マ
の
殆
ど
の

建
物
は
、
ト
ラ

バ
ー
チ
ン
で
出
来

て
い
る
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
近
く

に
は
、
エ
ス
テ
家

の
広
大
な
別
荘
が

あ
り
ま
し
た
。
拙

作「
へ
ん
だ
が
や
の

森
」
の
人
物
部
分

は
、
影
響
を
受
け

た
の
か
と
言
わ
れ

た
エ
フ
ェ
ソ
ス
の

ア
ル
テ
ミ
ス（
多
産

の
女
神
）お
っ
ぱ
い

一
杯
の
像
も
、
噴

水
と
し
て
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
ト
レ
ビ
の
泉
、
ナ

ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の

噴
水
な
ど
を
観
ま
し
た
。
特
に

近
く
で
観
た
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の
馬

の
下
半
身
は
、
ト
ラ
バ
ー
チ
ン

で
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
驚
き

ま
し
た
。
残
念
だ
っ
た
の
は
、

コ
ロ
ッ
セ
オ
が
修
復
中
、
し
か

も
長
い
歴
史
の
中
で
風
化
し
摩

耗
し
た
ト
ラ
バ
ー
チ
ン
が
遺
跡

と
し
て
重
要
な
価
値
な
の
に
、

修
復
さ
れ
た
部
分
を
観
る
と

ト
ラ
バ
ー
チ
ン
柱
の
エ
ッ
ジ
が

立
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
修
復

感
覚
と
は
違
う
の
か
な
と
。

　

通
訳
ヨ
ウ
コ
さ
ん
の
お
義

母
さ
ん
は
、
ジ
ョ
コ
モ
・
マ
ン

ズ
ー
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た

と
。
そ
の
お
蔭
で
石
彫
道
具
店

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
埼

玉
県
立
近
代
美
術
館
に
は
、
マ

ン
ズ
ー
作「
枢
機
卿
」の
石
彫
が

鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
０
０
回
記
念
二
科
展

が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
11
月

中
旬
、
イ
タ
リ
ア
研
修
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ミ
ラ

ノ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
８
日
間
。
中

で
も
ロ
ー
マ
は
、
実
り
多
い
研

修
の
地
に
な
り
ま
し
た
。
成
田

か
ら
出
発
す
る
前
に
、
通
訳
を

ロ
ー
マ
紀
行

 

市
川 

明
廣

（
第
100
回
展　
ロ
ー
マ
賞
）

　

行
先
に
つ
い
て
熟
考
を
重
ね

た
結
果
、
私
は
か
ね
て
か
ら
行

っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
プ

ラ
ド
美
術
館
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

空
港
に
着
い
た
時
に
感
じ
た

尋
常
で
は
な
い
暑
さ
に
、
こ
の

気
候
が
ピ
カ
ソ
や
ガ
ウ
デ
ィ
な

ど
の
一
歩
先
を
行
く
芸
術
家
た

ち
を
生
み
出
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
な
、
等
と
物
思
い
に
ふ
け

り
な
が
ら
、
プ
ラ
ド
美
術
館
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

マ
ド
リ
ー
ド
の
街
並
み
は
都

会
的
で
有
り
な
が
ら
、
何
処
か

歴
史
を
感
じ
さ
せ
、
世
界
各
地

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
で
溢
れ
か

え
っ
て
い
て
と
て
も
活
気
が
あ

り
ま
し
た
。
プ
ラ
ド
美
術
館
の

中
に
入
っ
て
も
そ
れ
は
同
様
で
、

館
内
の
あ
る
種
異
様
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
中
を
私
は

最
も
見
た
か
っ
た
一
枚
の
絵
画

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
「
ラ
ス
・
メ
ニ
ー
ナ
ス
」、
そ
の

構
成
は
、
当
時
の
王
室
の
日
常

の
一
場
面
を
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
様

に
切
り
抜
い
た
様
な
印
象
を
受

け
ま
す
。
当
時
、
絵
画
は
工
芸

と
し
て
の
意
味
が
大
き
か
っ
た

と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

「
ラ
ス
・
メ
ニ
ー
ナ
ス
」は
そ
の
常

識
を
明
ら
か
に
超
え
て

存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
心
に
は
マ
ル
ガ
リ

ー
タ
王
女
の
姿
が
描
か

れ
、
そ
れ
は
肖
像
画
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
事
は

確
か
な
事
で
す
が
、
構

成
は
非
常
に
謎
め
い
て

お
り
、
王
女
か
ら
視
線

を
外
す
と
、
ま
る
で
鑑

賞
者
を
見
据
え
る
よ
う

に
こ
ち
ら
へ
目
を
向
け

て
く
る
作
者
と
視
線
が

合
い
、
画
面
の
中
心
に

位
置
す
る
鏡
に
映
る
王
女
の
両

親
へ
視
線
が
流
れ
、
自
然
な
円

運
動
を
描
い
て
、
最
後
に
は
女

官
達
に
混
じ
っ
て
王
女
を
取
り

囲
む
二
人
の
フ
リ
ー
ク
ス
の
存

在
に
思
考
を
奪
わ
れ
ま
す
。
そ

の
絵
の
前
に
立
つ
と
、
絵
画
と

は
平
面
に
再
現
さ
れ
た
一
つ
の

大
き
な
空
間
で
あ
る
事
が
実
感

出
来
ま
し
た
。

　

私
は
絵
を
描
く
と
言
う
事
は
、

あ
る
種
の
精
神
運
動
だ
と
考
え

て
お
り
、
自
分
の
内
面
に
有
る

も
の
を
削
り
出
す
よ
う
な
気
持

ち
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
い
あ
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
ラ
ス
・

メ
ニ
ー
ナ
ス
」
に
は
そ
う
し
た
主

観
を
排
除
し
た
達
観
的
な
客
観

性
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
一
枚

の
絵
画
に
、
私
は
絵
と
自
分
、

そ
の
二
つ
の
も
の
の
距
離
感
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

二
つ
の
も
の
の
距
離
が
近
い
と

言
う
こ
と
、
そ
れ
は
も
し
か
し

た
ら
鑑
賞
者
か
ら
何
ら
か
の
余

地
を
奪
う
事
な
の
か
も
知
れ
な

い
、
と
思
い
至
っ
た
の
で
す
。

　

時
に
は
遠
く
か
ら
自
分
と
絵

画
の
関
係
性
を
見
つ
め
直
す
事

も
大
切
だ
と
言
う
こ
と
を
、
そ

の
一
枚
の
名
画
に
気
付
か
さ
れ

た
研
修
旅
行
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
を
頂
い
た

事
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
今

度
も
一
層
精
進
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

パ
リ
賞 

研
修
報
告

ラ
ス
・
メ
ニ
ー
ナ
ス
を
訪
ね
て

 

吉
田 

紗
知

（
第
99
回
展　
パ
リ
賞
）
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９月３日・４日・10日・11日　 絵画部ギャラリートーク

８月31日　作品研究会　12：00～14：00　１・２・３階展示室　─各会場で担当会員を囲み、熱心な講評が行なわれた─

９月10日　江﨑会員

９月３日　鎌田会員 ９月３日　井田会員

９月10日　加覧会員

９月４日　戸狩会員

９月11日　吉田会員

８月31日　10：00　オープニングセレモニー

左より
一般社団法人二科会写真部 理事長　森井禎紹
公益社団法人二科会 彫刻部代表・常務理事　菅原二郎
ＮＨＫ厚生文化事業団 理事長　鈴木賢一
公益社団法人二科会 理事長　田中　良
一般社団法人二科会デザイン部 理事長　今村昭秀

８月31日　18：00～　第101回二科展懇親会

田中理事長挨拶
■  ９月２日・９日　ナイトミュージアム　夜８時まで開場

９月９日　ミニコンサート　SUNNY PANNY 野外彫刻ライトアップ

８月31日　14：00～　授賞式　３階講堂

９月４日　彫刻部ギャラリートーク

次は大阪巡回展！
関西支部集合

会員推挙

東京都知事賞　黒川彰夫

二科ショップ

チャリティーコーナー併設

event
memo

101th
2 　 0 　1　 6

上田会員特選　桜井さん 角谷会友

　

昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た
コ
ラ
ボ

展
示
は
、
今
年
第
２
回
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
１
階
休
憩
室
４
室

を
追
加
し
て
展
示
会
場
面
積
が

２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前

回
は
最
初
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

何
か
と
準
備
不
足
の
た
め
に
企

画
し
た
幾
つ
か
を
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
回
は
コ
ラ
ボ
展

示
作
品
記
録
と
し
て
の「
目
録
」と

「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド（
32
点
抜
粋
）」を

制
作
し
て
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

勿
論
、
今
年
の
コ
ラ
ボ
展
示
も

多
く
の
観
客
を
魅
了
し
て
大
好
評

で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
第
２
回
コ
ラ
ボ
展
示

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
昨
年
と
同
様

「
あ
そ
び
」
は
変
え
ず
、
サ
ブ
テ
ー

マ
を「
ネ
コ
１
０
０
態
」に「
イ
ヌ
」

を
追
加
し
て「
ネ
コ
・
イ
ヌ
１
０
０

態
」
と
な
り
ま
し
た
。
出
品
作
品

は
、
前
回
の
ネ
コ
も
居
れ
ば
新
し

い
イ
ヌ
も
居
る
、
そ
し
て
両
方
の

ネ
コ
・
イ
ヌ
も
、
一
つ
の
作
品
の

中
に
居
る
よ
う
な
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
展
示
作
品
を
、
１
階
・
２

階
の
各
４
室
に
配
分
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
作
品
数
と
観
せ
方
（
展

示
）
に
若
干
の
問
題
が
生
じ
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
コ
ラ
ボ
展
示
を
迎
え
る

来
年
は
、
新
し
い
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
よ
り
良
い「
展
示
の
在
り
方
」及

び「
作
品
の
在
り
方
」ま
で
を
視
野

に
入
れ
た
コ
ラ
ボ
展
示
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
何

と
か
コ
ラ
ボ
展
示
の「
在
り
方
」と

し
て
は
、
軌
道
に
乗
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
更
に
、
コ
ラ
ボ
展
示

の
意
義
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に

も
、
行
動
し
や
す
い（
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
良
い
）環
境
の
基
で
、
発
展
し

て
い
く
よ
う
に
期
待
を
込
め
て
応

援
し
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

第
１
０
１
回
二
科
展
コ
ラ
ボ
展
示 

報
告

コ
ラ
ボ
展
示
実
行
委
員
会 

委
員
長　

堀
川 

佳
英
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ま
た
絆
通
信
の
絵
葉
書
は
、

及
川
宮
城
支
部
長
の
協
力
に
よ

り
、
南
三
陸
町
か
ら
の
避
難
者

（
登
米
市
仮
設
住
宅
）
に
配
布
す

る
事
が
で
き
た
。
又
、
須
田
福

島
支
部
長
の
協
力
に
よ
り
、
大

震
災
が
起
こ
っ
た
日
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
自
衛
隊
や
警
察

と
協
力
を
し
な
が
ら
、
当
時
、

市
民
の
人
命
救
助
を
最
優
先

し
、
災
害
支
援
を
行
っ
て
き
た

消
防
隊
の
皆
様
へ
も
相
馬
地
方

広
域
消
防
本
部
等
を
通
し
て
配

布
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
発
足
し
た
二

科
会
義
援
活
動
チ
ー
ム
は
担
当

メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
２
０
１
６

年
よ
り
熊
本
大
地
震
の
災
害
支

援
活
動
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
形
は
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
が
こ
れ
か
ら
も
東
日

本
被
災
地
の
復
興
を
応
援
し
て

い
き
た
い
。

　

第
１
０
１
回
展
は
第
１
０
０
回

記
念
展
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し

て
、
新
た
な
歴
史
、
伝
統
を
創
り

重
ね
て
い
く
出
発
展
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
第
78
回
展
以

降
該
当
作
な
し
、
と
し
て
き
た「
二

科
賞
」
を
23
年
振
り
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
募
集
要
項
に
は

「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
部
門
を
通
じ
特
に
優

秀
と
認
め
ら
れ
る
作
品
」と
な
っ
て

い
ま
す
。
絵
画
・
彫
刻
・
写
真
部

に
も
そ
れ
ぞ
れ「
二
科
賞
」が
あ
り
、

伝
統
あ
る
賞
で
す
か
ら
デ
ザ
イ
ン

部
も
出
し
た
い
、
と
の
思
い
で
審

査
に
臨
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
３

部
門
の
評
価
軸
が
違
う
こ
と
か
ら

選
出
が
む
ず
か
し
か
っ
た
か
ら
で

す
が
、
今
回
な
ん
と
か
選
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
部
で
は
毎
年
社
会
貢

献
の
役
割
も
担
う
べ
く
公
共
的
テ

ー
マ
を
公
募
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
「
日
本
遺
産
」
で
し
た
。
こ
の

「
日
本
遺
産
」は「
世
界
遺
産
」の
よ

う
に
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

世
界
遺
産
が
場
所
や
物
そ
の
も
の

（
点
）
を
認
定
す
る
の
に
対
し
、
日

本
遺
産
は
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
地

域
の
文
化
、
伝
統
、
歴
史
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
（
面
）
を
含
め
て
認
定

す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
点

か
ら
面
へ
と
発
信
し
、
語
る
べ
き

第
１
０
１
回
展
を
終
え
て

一
般
社
団
法
人
二
科
会
デ
ザ
イ
ン
部　
理
事
長　

今
村 

昭
秀

　

２
０
１
６
年「
第
１
０
１
回
二

科
展
」
は
８
月
31
日
（
木
）
に
例

年
よ
り
ち
ょ
っ
と
早
く
始
ま
り

ま
し
た
が
、
12
日
（
月
）
ま
で
秋

の
美
術
の
祭
典
が
大
々
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
絵
画
部
、
彫

刻
部
、
デ
ザ
イ
ン
部
、
写
真
部

と
そ
れ
ぞ
れ
全
く
内
容
の
異
な

る
４
部
門
の
作
品
が
一
堂
に
会

し
て
展
示
さ
れ
る
二
科
展
は
、

美
術
フ
ァ
ン
に
は
待
望
の
展
覧

会
で
す
。
来
場
者
は
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
作
品
を
大
い

に
楽
し
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
連
日
、
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
、
会
期
中
に
２
回

も
公
益
社
団
法
人
二
科
会
の
田

中
理
事
長
が
自
ら
各
部
を
廻
ら

れ
て
、「
大
入
り
袋
」
を
頂
戴
し

ま
し
た
が
、
細
や
か
な
心
遣
い

に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
二
科

展
で
あ
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
二
科
会
写
真
部
展
と

し
て
の
「
第
64
回
二
科
会
写
真

部
展
」
を
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
二
科

会
各
部
及
び
関
係
者
各
位
の
ご

支
援
ご
協
力
の
賜
と
心
よ
り
感

謝
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
部
の
展
示
会
場
に
は
作
品

親
し
ま
れ
る
展
覧
会
で
あ
る
こ
と

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部　
理
事
長　

森
井 

禎
紹

１
３
４
７
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
全
て
の

作
品
を
観
賞
す
る
と
か
な
り
の

時
間
を
要
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん

一
点
一
点
丁
寧
に
観
賞
さ
れ
て

い
て
、
写
真
へ
の
関
心
の
高
さ

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
彫
刻
部
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

彫
刻
部
は
作
家
自
身
が
ご
自
分

の
作
品
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
質

問
も
受
け
答
え
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
彫
刻
家
か
ら
彫
刻
の
話
を

直
に
聴
く
機
会
は
め
っ
た
に
な

い
の
で
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

写
真
部
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

は
、
会
員
２
名
が
一
組
に
な
っ

て
一
般
公
募
の
入
賞
作
品
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
が
、
今
年
も

大
勢
の
方
々
が
熱
心
に
聴
聞
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
好
評
を
得
ま
し

た
。

　

二
科
会
写
真
部
展
の
特
徴

は
、
出
品
者
に
高
齢
者
が
多

い
こ
と
で
す
が
、
写
真
は
年
齢

に
関
係
な
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
高
齢
者
の
参
加
は
大
い
に

歓
迎
で
す
。
二
科
会
写
真
部
展

は
、
開
か
れ
た
公
募
展
と
し
て

写
真
フ
ァ
ン
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
い
っ
そ
う
努
力
す
る

所
存
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
が
有
り
余
る
ほ
ど
あ

る
二
科
展
の
歴
史
、
伝
統
と
も
重

な
り
タ
イ
ム
リ
ー
で
し
た
。

　

か
つ
て
な
い
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し

く
変
容
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
生
活
環

境
が
多
様
化
し
、
拡
散
す
る
時
代

に
公
募
団
体
、
公
募
展
は
と
も
す

る
と
旧
来
型
と
か
、
旧
態
依
然
と

か
の
古
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と

い
ま
す
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
的
確
に
伝
え
る
役
割
の
デ
ザ
イ

ン
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対

し
、
デ
ザ
イ
ン
部
の
作
品
は
自
主

制
作
に
よ
る
個
人
の
表
現
者
と
し

て
自
分
の
感
性
、
私
的
情
感
を
前

面
に
押
し
出
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。
こ
れ
ら
の

作
品
は
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
」で
す
。
そ
こ

に
は
明
日
へ
の
、
未
来
へ
の
予
感
、

予
兆
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
壁
面
、
空
間
は
ネ
ッ
ト
で
は
手

に
入
ら
な
い
、
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

空
間
と
は
異
な
る
、
ダ
イ
レ
ク
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
交
流
が

生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
今

も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
公
募
展

の
特
長
で
あ
り
、
役
割
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

絵
画
部

︵
会
友
︶市
川　

久
子﹇
千
葉
﹈

髙
橋　

美
穂﹇
東
京
﹈

加
藤
由
喜
子﹇
熊
本
﹈

髙
岡　

次
子﹇
茨
城
﹈

永
井　
　

勝﹇
東
京
﹈

田
中　

昌
美﹇
兵
庫
﹈

小
川　

エ
リ﹇
東
京
﹈

山
下　

泰
弘﹇
千
葉
﹈

岡
部　

桃
子﹇
千
葉
﹈

木
村　

信
子﹇
京
都
﹈

工
藤　

静
香﹇
東
京
﹈

清
水　

尚
子﹇
神
奈
川
﹈

野
上
さ
や
か﹇
東
京
﹈

山
田　

佳
子﹇
愛
知
﹈

柳　
　

賢
淑﹇
千
葉
﹈

︵
一
般
︶大
野
久
四
郎﹇
栃
木
﹈

緒
方　

香
江﹇
熊
本
﹈

尾
中　
　

文﹇
和
歌
山
﹈

川
﨑　

英
世﹇
東
京
﹈

菊
島
ち
ひ
ろ﹇
山
梨
﹈

桑
子　

純
子﹇
愛
知
﹈

後
藤
寿
美
子﹇
熊
本
﹈

佐
野　

義
博﹇
愛
知
﹈

志
波　

宏
子﹇
和
歌
山
﹈

清
水　

英
子﹇
東
京
﹈

田
中
勢
智
代﹇
愛
知
﹈

坪
坂　

一
良﹇
愛
知
﹈

友
國　

冨
貴﹇
兵
庫
﹈

中
山
か
ほ
り﹇
和
歌
山
﹈

宮
本
恵
美
子﹇
岩
手
﹈

向
井　
　

博﹇
愛
知
﹈

彫
刻
部

︵
会
友
︶浅
草　

義
治﹇
愛
知
﹈

千
葉　

伸
子﹇
千
葉
﹈

︵
一
般
︶荻
野　

弘
一﹇
新
潟
﹈

桜
井　

綾
子﹇
埼
玉
﹈

本
田　

俊
朗﹇
北
海
道
﹈

カ
ツ
ノ
ユ
キ
コ﹇
東
京
﹈

齊
藤　

充
輝﹇
宮
城
﹈
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未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ

た
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た

２
０
１
１
年
よ
り
５
年
間
、
被

災
地
児
童
を
力
づ
け
よ
う
と
小

学
校
を
訪
れ
、
絵
画
教
室
を
続

け
て
き
た
。
本
年
度
は
高
校
生

を
対
象
に
し
て
、
被
災
地
の
高

等
学
校
の
美
術
部
員
に
絵
画
表

現
の
多
様
性
を
経
験
し
て
貰
お

う
と
美
術
指
導
を
実
施
す
る
事

に
決
定
し
、「
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア

ー
ト
に
挑
戦
し
よ
う
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
決
め
た
。
福
島
県
の

高
校
へ
指
導
内
容
の
主
旨
、
趣

意
を
説
明
、
学
校
の
意
向
等
を

打
診
し
た
と
こ
ろ
県
立
い
わ
き

総
合
高
等
学
校
の
快
諾
を
い
た

だ
き
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。

大
震
災
の
本
震
、
余
震
に
よ
り

校
舎
内
の
ひ
び
割
れ
が
激
し
く

校
舎
の
改
築
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
で
、

６
月
30
日
、
７
月
１
日
の
両
日
、

大
判
の
水
彩
紙
を
継
ぎ
足
し
し

即
興
的
に
種
々

の
素
材
で
自
由

に
描
く
実
施
案

を
説
明
し
、
画

材
（
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
、
カ
ラ
ー

ス
プ
レ
ー
、
ロ

ー
ラ
ー
等
）を
調

達
し
寄
与
し
た
。

校
舎
外
壁
に
養

生
を
施
し
た
大

画
面
に
、
生
徒

達
は
小
雨
の
中

夕
暮
れ
ま
で
制

作
に
打
ち
込
ん

で
い
た
。
そ
の

制
作
風
景
等
を

と
り
ま
と
め
た

小
冊
子
を
作
成

し
部
員
各
自
に

配
布
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
義
援
活
動
報
告

　
　

│
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
に
挑
戦
│ 

川
内　

悟

被災地生徒作品特別展示

２
０
１
７

　

春
季
二
科
展

平
成
29
年
４
月
18
日
～
24
日

東
京
都
美
術
館

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
報
告

　

今
年
も
４
部
門
の
作
品
寄
贈

協
力
会
員
に
よ
り
、
多
数
の
作

品
が
集
ま
り
、
来
場
の
方
も
楽

し
み
に
し
て
頂
け
る
コ
ー
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
収
益
の
全
額
を
寄

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
寄
付
金
額
合
計

７
０
２
，
０
０
０
円

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
：

５
０
０
，
０
０
０
円

■
熊
本
県
文
化
協
会
：

２
０
２
，
０
０
０
円

４
月
14
日
、
熊
本
地
震
が
発
生

し
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
事

か
ら
、
本
年
の
寄
付
先
を
熊
本

県
文
化
協
会
と
し
、
被
災
者
で

も
あ
り
、
義
援
担
当
委
員
で
も

あ
る
木
戸
熊
本
支
部
長
よ
り
目

録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
作

品
集
、
絵
葉
書
と
と
も
に
二
科

エ
コ
バ
ッ
グ
、
コ
ラ
ボ
絵
葉
書
、

作
成
冊
子
を
販
売
し
ま
し
た
。

第
101
回

二
科
巡
回
展

❖ 

大
阪
展

平
成
28
年
10
月
25
日

�

〜
11
月
６
日

大
阪
市
立
美
術
館

❖ 

金
沢
展

平
成
28
年
11
月
11
日
〜
20
日

金
沢
21
世
紀
美
術
館

❖ 

京
都
展

平
成
28
年
11
月
24
日

�

〜
12
月
４
日

京
都
市
美
術
館

❖ 

東
海
展

平
成
28
年
12
月
20
日
〜
25
日

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

❖ 

広
島
展

平
成
29
年
１
月
３
日
〜
８
日

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

❖ 

鹿
児
島
展

平
成
29
年
３
月
３
日
〜
12
日

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

❖ 

福
岡
展

平
成
29
年
３
月
22
日
〜
26
日

福
岡
県
立
美
術
館
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会
員
は
通
年
様
々
な
役
割
を
分

担
し
会
の
運
営
に
動
い
て
お
り

ま
す
。
開
催
各
地
で
は
、
地
域

の
会
員
諸
氏
が
支
部
を
束
ね
て
、

独
自
な
展
示
、
催
事
を
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
然
が
風
土
と

季
節
の
中
で
色
を
変
え
る
よ
う

に
、
各
地
の
特
色
あ
る
二
科
展

も
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。
◇
紙

面
は
、
開
催
事
業
の
記
録
と
と

も
に
、
各
地
の
支
部
の
活
動
な

ど
も
で
き
る
だ
け
紹
介
し
、
多

く
の
方
々
に
二
科
会
を
よ
り
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
任
期
に
よ
る
交
代

で
、
関
西
在
住
の
編
集
委
員
を

迎
え
、
地
区
発
信
の
情
報
を
全

国
視
野
で
臨
め
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
◇
や
や
大
判
と
し
た
表

紙
に
彫
刻
部
・
大
臣
賞
作
品
展

示
会
場
、
新
鮮
な
表
現
と
価
値

観
を
期
す
Ｕ
35
室
、
生
徒
さ
ん

達
の
鑑
賞
で
賑
わ
う
会
場
な
ど

を
配
し
ま
し
た
。�

（
Ｎ
）

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　
５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３（
３
３
５
４
）６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３（
３
３
５
４
）４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

野　

村　

み
そ
ら

 

委　

員 

（  ）絵 

田　

川　

絵　

理

 
 

〃 

〃 

尾　

崎　

ゆ
き
子

 
 

〃 

〃 

谷　

口　

貞　

久

 
 

〃 

（  ）彫 

廣　

瀬　

友　

彦

 
 

〃 

〃 

宮　

澤　

光　

造

す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る

二
科
会
。
事
務
局
は
、
先
生
方

の
パ
ワ
ー
に
後
押
し
さ
れ
て
、

前
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

地
震
や
災
害
が
多
い
日
本
。

周
辺
国
や
世
界
情
勢
も
予
断
を

許
さ
な
い
昨
今
で
す
。
一
作
家

と
し
て
は
微
力
で
も
、
二
科
会

メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
来
る
事
の

可
能
性
は
広
が
っ
て
行
き
ま

す
。
二
科
展
が
こ
れ
か
ら
先
も

無
事
に
開
催
で
き
る
平
和
な
日

本
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
切
に
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

�

事
務
局
長　

塙�

珠
世

　

東
京
で
閉
会
し
た
第
１
０
１

回
展
は
、
７
都
市
で
の
巡
回
展

が
順
次
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国

★ 二科ニュースweb入稿用アドレス ： newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

表１
種別 入場者数

一般当日 4,584人 
前売り券入場 4,583人
高校・大学 608人 
チラシ割引 607人
チケットぴあ 136人 
団体割引 0人 
企画割引 220人 
新聞社優待券 2,258人
有料入場者 12,996人
無料入場者 77,591人

入場者合計 90,587人 

表２

区分 搬入点数

絵画・一般 2,672点 

絵画・会友 1,085点

彫刻・一般 60点 

彫刻・会友 37点 

合計 3,854点

表３ （101回コラボ展示を除く）

展示
（遺作含む）

点数 人数 35才以下
出品者数

35才以下 
応募者・在籍者数

絵画・一般 754点 703名 68名 78名

絵画・会友 354点 259名 7名 8名

絵画・会員 157点 157名 － －

彫刻・一般 48点 48名 16名 19名

彫刻・会友 37点 36名 5名 6名

彫刻・会員 57点 48名 － －

展示合計 1,407点 1,251名 96名 111名

事
務
局
だ
よ
り

　

年
に
一
度
の
秋
の
二
科
展
も

沢
山
の
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
な

が
ら
無
事
に
（
表
１
〜
３
参
照
）

終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
巡
回
展
で
は

運
送
シ
ス
テ
ム
に
新
た
な
試
み

を
加
え
、
７
つ
の
都
市
を
半

年
か
け
て
巡
り
ま
す
。
一
つ
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
は
、
沢
山
の

方
々
の
努
力
の
結
集
が
必
須
と

な
り
ま
す
が
、
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
先
生
方
の
お
働
き
ぶ
り

に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
年
の
展
覧
会
を
窺
い
知

る
こ
と
の
出
来
る
刊
行
物
も
、

作
品
集
、
受
賞
者
名
簿
、
出
品

者
目
録
、
被
災
地
児
童
・
生
徒

特
別
展
示
を
纏
め
た
小
冊
子
、

そ
し
て
今
年
か
ら
コ
ラ
ボ
展
示

作
品
目
録
も
加
わ
り
、
充
実
し

て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
二
科
展

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
二
科

展
ド
ッ
ト
コ
ム
で
は
、
４
部
門

の
受
賞
作
品
や
二
科
展
情
報
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
頁
に
は
、
会
員
会

友
の
作
品
が
蓄
積
さ
れ
、
パ
ソ

コ
ン
だ
け
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
も
対
応
し
、
閲
覧
し
易
く
な

り
ま
し
た
。

　

は
ら
は
ら
し
た
事
と
し
て
は
、

展
示
日
に
東
京
直
撃
と
予
報
さ

れ
た
大
型
台
風
10
号
の
襲
来
。

（
結
果
は
予
報
の
コ
ー
ス
を
外
れ

て
心
配
も
杞
憂
に
）又
、
定
例
の

二
科
展
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
美

術
館
主
催
の
ジ
ャ
ス
演
奏
と
が

同
じ
フ
ロ
ア
で
、
30
分
間
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
双
方
の
音
色

が
影
響
さ
れ
る
事
も
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
大
盛
況
で
あ
っ
た
第

１
０
１
回
二
科
展
で
し
た
。

　

全
国
の
会
員
が
一
堂
に
顔
を

合
わ
せ
る
事
の
出
来
る
こ
の
機

会
に
開
か
れ
た
会
議
は
、
理

事
会
、
評
議
員
会
、
支
部
長
会

議
、
巡
回
展
会
議
、
４
部
門
会

議
、
そ
し
て
担
当
委
員
に
よ
る

会
議
（
作
品
集
・
展
示
・
総
務
・

広
報
・
義
援
活
動
・
コ
ラ
ボ
等
）

と
盛
り
沢
山
。
常
に
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
建
設
的
な
話
し
合

い
が
出
来
る
二
科
会
。
多
く
の

人
の
声
に
耳
を
傾
け
、
反
省
を

踏
ま
え
、
次
回
に
繋
げ
よ
う
と

編
集
後
記

■
理
事
会
報
告

　

本
年
５
月
の
定
時
会
員
総
会

で
新
理
事
が
承
認
さ
れ
て
か
ら

の
理
事
会
で
検
討
さ
れ
た
こ
と

で
は
、
ま
ず
各
理
事
の
担
当
す

る
役
割
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
詳
し
い
表
は
会
員
配
布
資
料

に
あ
り
ま
す
。

　

出
品
者
が
極
端
に
少
な
い
地

域
を
地
方
任
せ
に
せ
ず
、
本
部

か
ら
も
テ
コ
入
れ
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

担
当
理
事
を
配
し
ま
し
た
。
東

北
六
県
の
連
合
展
の
実
施
で
大

き
な
成
果
を
得
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
成
功
例
を
も
と
に
北
海

道
、
中
国
・
四
国
な
ど
へ
の
働

き
か
け
を
強
め
よ
う
と
の
配
慮

か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
に
全
会
員
に
対

し
て
、「
選
挙
に
つ
い
て
」や「
展

示
に
つ
い
て
」な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

そ
の
貴
重
な
意
見
を
踏
ま
え

て
、「
選
挙
制
度
検
討
委
員
会
」

を
設
け
、
現
行
の
方
法
で
の
欠

点
な
ど
が
あ
れ
ば
指
摘
、
検
討

を
重
ね
改
善
案
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
「
モ
ニ
タ
ー
委

員
」
に
精
査
し
て
も
ら
い
、
会

員
総
会
に
諮
り
、
承
認
を
得
て

実
施
す
る
予
定
で
す
。�

（
生
方
）

■
評
議
員
会
報
告

　

１
０
１
回
展
示
前
日
の
８
月

29
日
、
評
議
員
会
が
開
か
れ
た
。

参
加
評
議
員
17
名
。

　

１
０
０
回
展
を
終
え
た
新
出

発
に
あ
た
り
、
応
募
者
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
示
せ
る

も
の
か
、
各
地
方
の
実
感
を
持

ち
寄
っ
て
意
見
交
換
し
た
。
現

行
の
チ
ラ
シ
や
広
報
活
動
以
外

に
若
年
層
の
関
心
を
惹
く
宣
伝

の
工
夫
、
団
体
展
で
継
続
し
て

出
品
し
な
が
ら
画
境
が
深
ま
っ

て
行
く
醍
醐
味
や
、
昔
日
の
画

家
た
ち
が
命
懸
け
で
求
め
た
絵

画
の
理
想
な
ど
を
二
科
展
の
価

値
、
魅
力
と
し
て
発
信
す
る
方

法
は
な
い
か
、
ま
た
Ｕ
35
へ
適

切
な
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
案
等
々
、
幾
つ
か
の
具

体
案
が
そ
の
場
の
話
し
合
い
の

中
で
浮
上
し
、
実
効
の
印
象
な

ど
を
議
論
し
た
。
必
要
な
改
革

の
資
と
さ
れ
る
と
願
っ
て
働
く
、

二
科
会
発
展
を
望
む
評
議
員
一

同
は
今
後
、
理
事
会
と
会
員
、

出
品
者
を
つ
な
ぐ
提
言
を
討
議

し
て
い
き
た
い
。�

（
田
川
）

　
　
　

彫
刻
部
会
友

　
　

粟
田　

哲
也�

氏

訃　報略
歴

一
九
六
五
年　

第
50
回
展
特
選

一
九
六
六
年　

第
51
回
展
会
友
推
挙

一
九
八
四
年　

第
69
回
展
会
友
賞

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
四
日
逝
去

享
年
79
歳


